
　豊浦中学校線は通学路でありながら、国道 37 号および道道 97 号からの抜け道として利用する車両や
スピードを出す車両が多く、児童生徒および地域住民の安全性の確保が喫緊の課題となっています。
　町では、国土交通省北海道開発局と連携して ETC2.0 データに
基づいた可搬型ハンプによる実証実験を実施し、速度抑制の面か
ら可搬型ハンプの効果について確認しました。

●実施概要と結果について
　 期間：令和4年７月28日（木）から10月25日（火）までの間
　 場所：豊浦町字東雲町69－1地先　給食センター付近

《分析期間》
　設置前：令和４年4月28日（木）
　　　　　 ～ 7月27日（水）
　設置後：令和４年7月28日（木）
　　　　　 ～ 10月25日（火）

《サンプル台数（N）》
　設置前：A方向 27,190台、
　　　　　 B 方向 32,571台
　設置後：A方向 28,026台、
　　　　　 B方向 34,151台
※サンプル台数とは、ETC2.0 車

載器を搭載した車両が、「走行
距離 200 ｍ毎」または「進行
方向が 45 度変化」した場合に
記録されたデータ数。

▲走行状況

▼ ETC2.0 データについて
▼位置図

ハンプ設置状況

0
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

10

設置前
N＝27190

設置前
N＝27190

設置後
N＝28026

設置後
N＝28026

20
30
40
50
60

45.30 43.16

（km/h）

2.14km/h 低下

0
10

設置前
N＝32571

設置後
N＝34151

20
30
40
50
60

48.24
45.66

（km/h）

2.58km/h 低下

94.7％ 5.3％

7.2％92.8％

96.7％ 3.3％

5.7％94.3％

94.7％ 5.3％

7.2％92.8％

1.9％減少

2.4％減少

1.9％減少

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

設置前
N＝32571

設置後
N＝34151

96.7％ 3.3％

5.7％94.3％

96.7％ 3.3％

5.7％94.3％

2.4％減少2.4％減少

Ａ
方
向（
国
道 ⇒

 

道
道
）

B
方
向（
道
道 ⇒

 

国
道
）

平均速度 30km/h 超過割合

30km/h 超過 30km/h 未満

30km/h 超過 30km/h 未満

可搬型ハンプ設置による実証実験の結果について
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